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物理探査による沿岸地域の地下水塩淡分布調査

An evaluation of saltwater-freshwater boundary on a coast area by geophysical
prospecting method.
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１、はじめに
沿岸地域での地下水の利用や高レベル放射性廃棄物の地層処分にでは、間隙水の塩淡境界の把握がとくに重要

である。本報告は、物理探査手法を利用して間隙水の電導度を測定し、塩淡の区分を行ったものである。
塩淡境界のように広い範囲を連続的に調査するとき、物理探査はとくに有効な手法である。今回の調査では、

ジオトモグラフィ、物理検層の両手法を用いた。
間隙水の電導度を求めるには全地層の電導度と間隙率と間隙以外の電導度が必要である。それらの関係は以下

の式で表すことが出来る。
Ｃｆ＝ａ・Ｃｗ・φｍ＋Ｃｍ　・・・①
Ｃｆ：地層電導度、Ｃｗ：間隙水電導度、φ　：間隙率、Ｃｍ：間隙以外の電導度、ａ，ｍ：係数
　①式を用いることで、間隙水の電導度を算出できる。
また、上述とは別に、台風による大雨の後に塩淡境界の変化を観測するため同じ孔を用いて検層を行った。調

査地は千葉県蓮沼村の海浜地域で、砂丘砂の下部は泥岩で構成されている。
２．現場測定および調査結果
（１）測定
現場測定は、まず各ボーリング孔でインダクション検層、密度検層、自然放射能検層を実施した。さらに、ボー

リング孔間で実施した比抵抗トモグラフィの結果から得た二次元の地層電導度と物理検層データを補間して求め
た間隙率、間隙以外の電導度を用いて二次元の間隙水電導度を算出した。また、大雨の後の電気検層はインダク
ション検層によって行った。
（２）調査結果
比抵抗トモグラフィと物理検層の結果から求めた間隙水の電導度分布を図－１に示す。断面は海側の孔間断面

を中心とした展開図として表現している。
　図－１から本調査地では深度が増すに従い間隙水の電導度が高くなっている。塩淡境界の解釈では間隙水を

淡水系・塩水系・漸移系に区分できた。
３．結果の評価
　今回、得られた結果を評価するために、既存資料※（ボーリングコアから抽出した間隙水の電導度測定結果）

と今回の測定結果との比較を行った（図－２参照）。
図－２の結果から両者が非常に調和的であり、今回の調査結果は信頼性が高いと考えられる。
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